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文法統計ツール
[文法統計（Grammar Statistics）]ツールは、Unity Connection音声認識カンバセーションで、シ
ステム上のオブジェクトの名前（たとえば、ユーザー名と代替名、配信リスト名、など）と発

信者の発声を照合するために使用される動的な名前文法に関する情報を表示します。管理者が

Unity Connectionシステムで名前を追加または変更する場合、名前は文法でコンパイルされる
まで、音声認識カンバセーションで認識されません。

ツールは、各名前文法に対して、文法の再コンパイルの終了時刻、文法の一意のアイテムの合

計数、文法に対する保留中の更新があるかどうか、文法が現在処理中かどうかなどの情報を表

示します。

デフォルトでは、管理者がシステムの名前付きオブジェクトを追加するか、オブジェクト名を

変更するとき（一括操作が進行中の場合を除きます。この場合、Unity Connectionは文法を再
コンパイルする前に、操作が完了するまで 10分間待機します）、または 1分間に 5件以上の
変更が要求された場合、Unity Connectionは文法を再コンパイルします。混雑時に名前文法の
再コンパイルプロセスが Unity Connectionサーバーのパフォーマンスに影響を与えるところま
で文法が増大した場合、デフォルトの音声認識更新スケジュール (Cisco Unity Connectionの管
理の [システム設定] > [スケジュール])を次のように変更できます。Unity Connection音声認識
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トランスポートユーティリティが音声認識の名前文法を自動的に再構築できる時間と曜日を制

限します。デフォルトでは、このスケジュールのすべての日時がアクティブになります。スケ

ジュールを変更するが、スケジュールがアクティブでない間にスケジュールを上書きし、すべ

ての文法の即時再コンパイルを強制する場合、または一括操作が開始された後の 10分間の待
機期間中に再コンパイルを強制する場合、[文法統計（GrammarStatistics）]ツールの [文法の再
構築（Rebuild Grammars）]ボタンを選択できます。

Cisco Unity Connection Serviceability
UnityConnection用のウェブベースのトラブルシューティングツールであるCiscoUnityConnection
Serviceabilityは次の機能を提供します。

•トラブルシューティングに使用できる Unity Connectionアラーム定義を表示する。

• Unity Connectionトレースを有効にする Real-Time Monitoring Tool (RTMT)でトレース情報
を収集して表示できます。

• Unity Connectionトレース情報が保存されるログを設定します。

• Unity Connectionクラスターが構成されている場合、Unity Connectionサーバーのサーバー
状況を表示および変更する。

• Unity Connection機能サービスの状況を表示する。

• Unity Connectionサービスをアクティブ化、非アクティブ化、開始、および停止する。

•さまざまなファイル形式で表示できるレポートを生成する。

関連するサービスとコンポーネントに応じて、CiscoUnityConnection ServiceabilityおよびCisco
Unified Serviceabilityの両方で保守関連のタスクを完了することができます。たとえば、問題
をトラブルシューティングするために、サービスを開始および停止し、アラームを表示し、両

方のアプリケーションでトレースを設定する必要がある場合があります。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/serv_
administration/guide/b_14cucservag.htmlにある『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニス
トレーションガイド、リリース 14』を参照してください。

タスク管理ツール
タスク管理ページには、Unity Connectionが定期的なスケジュールで自動的に実行するさまざ
まなシステムメンテナンスおよびトラブルシューティングのタスクが一覧表示されます。タス

クは、バックアップおよびアンチウイルススキャンと同時に実行できます。

各タスクのデフォルト設定とスケジュールは、機能性とパフォーマンスが最適化されていま

す。既定の設定とスケジュールは変更しないことをお勧めします。
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一部のタスクは Unity Connectionの機能にとって重要です。重要なタスクの頻度を無効にした
り変更したりすると、パフォーマンスに悪影響を及ぼしたり、Unity Connectionの機能が停止
したりする可能性があります。

注意

タスク管理ツールにアクセスする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、ツールを展開します。

ステップ 2 [タスク管理]を選択します。

Cisco音声テクノロジーグループサブスクリプション
ツール

Cisco音声テクノロジーグループサブスクリプションツールを使用すると、Unity Connection
ソフトウェアの更新についてメールで通知を受けることができます。登録するには、

http://www.cisco.com/cgi-bin/Software/Newsbuilder/Builder/VOICE.cgiにある Cisco音声テクノロ
ジーグループサブスクリプションツールページに移動してください。

Real-Time Monitoring Tool
クライアント側アプリケーションとして実行される Real-Time Monitoring Tool (RTMT)は、
HTTPSおよびTCPを使用して、UnityConnectionのシステムパフォーマンス、デバイスステー
タス、デバイス検出、および CTIアプリケーションを監視します。システムの問題をトラブ
ルシューティングするために、RTMTは HTTPS経由でデバイスに直接接続できます。また、
RTMTは Unity Connectionのボイスメッセージポートを監視することもできます。

RTMTを使用すると、次の作業を実行できます。

•システムの状態に焦点を当てた一連の事前定義された管理オブジェクトを監視します。

•オブジェクトの値がユーザー設定のしきい値を超えるか下回る場合に、メールの形式でさ
まざまなアラートを生成します。

•トレースを収集し、RTMTに存在するさまざまなデフォルトビューアで表示する。

• SysLogビューアで syslogメッセージとアラーム定義を表示する。

•パフォーマンス監視カウンターを使用する。
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• Unity Connectionのボイスメッセージポートを監視する。 Unity Connectionクラスタが構
成されている場合、RTMTの複数のインスタンスを開いて、Unity Connectionクラスタの
各サーバーでボイスメッセージポートを監視できます。

詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html
にある『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』を参照して
ください。

Cisco Unified Serviceability
Unity Connection用のウェブベースのトラブルシューティングツールである Cisco Unified
Serviceabilityは次の機能を提供します。

•トラブルシューティングのためにアラームとイベントを保存し、アラームメッセージの定
義を提供します。

•トラブルシューティングのために様々なログファイルにトレース情報を保存します。

• [サービスのアクティベーション（Service Activation）]ウィンドウを通じて、オンまたは
オフにしたり、表示したりできる機能サービスを提供する。

•機能およびネットワークサービスを開始および停止するためのインタフェースを提供しま
す。

•日次レポート（アラートサマリーやサーバー統計レポートなど）を生成し、アーカイブし
ます。

•システム内のスレッドとプロセスの数をモニタリングします。キャッシュを使用してパ
フォーマンスを向上させます。

関連するサービスとコンポーネントに応じて、あなたは Cisco Unified Serviceabilityと Cisco
UnityConnection Serviceabilityの両方でServiceability関連のタスクを完了することができます。
たとえば、問題をトラブルシューティングするために、サービスを開始および停止し、アラー

ムを表示し、両方のアプリケーションでトレースを設定する必要がある場合があります。

リモートデータベース管理ツール
データベースプロキシを有効にすると、Cisco Unity Toolsウェブサイト
（http://ciscounitytools.com）から入手できる一部のWindowsベースのリモートデータベース管
理ツールが使用できるようになります。Unity Connectionのリリース間に、ユーティリティの
更新が頻繁に投稿されます。

トラブルシューティングユーティリティ

4

トラブルシューティングユーティリティ

Cisco Unified Serviceability

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html
http://ciscounitytools.com


サインアップしておくと、Cisco Unity Toolsウェブサイトにユーティリティが更新された際に
通知を受け取ることができます。 http://ciscounitytools.comに移動して、[ここからサインアップ
（Sign Up Here）]を選択します。

（注）

リモートデータベースアクセスの有効化の詳細については、『Cisco Unity Connectionのシステ
ム管理ガイド』の「ツール」の章の「リモート管理ツールのデータベースアクセスを有効にす

るhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag/
b_14cucsag_chapter_010010.html#ID-2418-00000470」のセクションを参照してください。リリー
ス 14は https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_
14cucsag.htmlから入手できます。

Cisco Utilities Database Link for Informix (CUDLI)
Infomix版 Cisco Utilities Database Link（CUDLI）ツールを使用すると、Unity Connectionデータ
ベース内を移動し、特定のテーブルまたは列にあるデータの目的を確認し、データベース内の

参照先オブジェクト間を移動することができます。また、ストアドプロシージャも表示し、

カスタムクエリビルダも含みます。

http://www.ciscounitytools.com/Applications/CxN/CUDLI/CUDLI.htmlにあるツールをダウンロー
ドし、トレーニングビデオとヘルプを確認してください。

リモートポートステータスモニタ
リモートポートステータスモニタ（rPSM）は、Unityの各音声メッセージングポートのアク
ティビティをリアルタイムビューで表示し、会話フローやその他の問題のトラブルシューティ

ングを支援します。

http://www.ciscounitytools.com/Applications/CxN/PortStatusMonitorCUC7x/PortStatusMonitorCUC7x.html
にあるツールをダウンロードし、トレーニングビデオとヘルプを確認してください。

アプリケーション監査ログ
アプリケーション監査ログは、Cisco Unity Connection Administration、Cisco Personal
Communications Assistant、Cisco Unity Connection Serviceability、Cisco Unified Serviceability、
Real-Time Monitoring Tool (RTMT)、およびコマンドラインインターフェイス (CLI)の構成と管
理上の変更をレポートします。また、REST APIを使用する Unity Connectionクライアントの
ユーザー認証イベントを報告し、Cisco Unity Connection Provisioning Interface（CUPI）または
Diagnostic Portal API（RTMTの分析マネージャで使用される）Diagnostic Portal APIを使用する
クライアントの API呼び出しを報告します。

アプリケーション監査ログはデフォルトで有効になっています。監査管理者のロールを持つ

ユーザーは、Cisco Unified Serviceabilityの [ツール（Tools）] > [監査ログ設定（Audit Log
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Configuration）]ページで監査を設定できます。 (デフォルトでは、インストール中に作成され
たアプリケーション管理アカウントに監査管理者ロールが割り当てられます。) Cisco Business
Editionの場合、[監査ログ設定]ページの設定では、Cisco Unified Communications Managerコン
ポーネントの監査もコントロールします。

監査管理者ロールを持つユーザーは、リアルタイム監視ツールを使用して監査ログにアクセス

できます。 Trace and Log Centralで、[システム] > [監査ログ] > [ノード]に移動します。ノード
を選択したら、別のウィンドウに [システム（System）] > [Cisco監査ログ（Cisco Audit Logs）]
が表示されます。アプリケーション監査ログは、AuditAppフォルダに保存されます。 Unity
Connectionクラスタでは、パブリッシャとサブスクライバはそれぞれ別のアプリケーション監
査ログを持ち、適切なノードを選択することで到達できます。

データベースとオペレーティングシステムの監査ログは Unity Connectionでも利用できます
が、デフォルトでは無効になっています。監査ログの詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、該当する
『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』の「監査ログを設定する」の章
を参照してください。

ネットワークアナライザー
ネットワークアナライザーは、管理者がネットワークの状態を分析し、ネットワークトポロ

ジの視覚的な表現を通してすべてのノードを監視するためのツールです。また、管理者がツー

ル自体を使用して HTTP(S)ネットワークのデータを同期することも可能にします。

ネットワークアナライザの詳細については、次の場所にあるネットワークアナライザのドキュ

メントを参照してください http://www.ciscounitytools.com/Applications/General/NetworkAnalyzer/
Help/ConnectionNetworkAnalyzer.htm。

システム復元ツール
システムの復元ツールに関する問題を診断するには、/common/RestorePoints/recentのパスに作
成された ERRORS.logファイルを参照してください。また、diag_CuSysAgent.ucログを使用し
て、システム復元 sysagentタスクに関連する問題をトラブルシューティングすることもできま
す。このセクションでは、システムの復元ツールの使用中に発生する可能性のあるエラーにつ

いてさらに説明します。

復元ポイントの作成中のデータベースエラー

CLIから復元ポイントを作成している間に「データベースがオンラインではありません」とい
うエラーが発生する場合は、システムを再起動してデータベースを正常に戻します。
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インデックス検証のエラー

インデックス検証に関連する次のエラーのいずれかまたはすべてが ERROR.logファイルに記
録されている場合は、破損したインデックスを削除して再作成してください。

•エラー：TBLスペースの説明に不正なキー情報があります。

•エラー：unitymbxdb1:informix.tbl_messageのインデックス
ix_tbl_message_messageobjectidtypepriorityにエラーがあります。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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